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１ 競争試験及び選考の状況 

 

 (1) 競 争 試 験 

職員の採用は、原則として競争試験によることとされており（地方公務員法（昭和 25 年法律第 261

号）第１７条の２第１項本文）、令和７年度の職員採用試験及び警察官採用試験の実施状況は、次の

とおりです。 

 

試験の種類 申込者数 
第 １ 次 試 験 第 ２ 次 試 験 

受験倍率 採用人員 
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 

大 卒 程 度 

（早期枠・ＳＰＩ方式） 

242 

(17) 

230 

(16) 

134 

(12) 

111 

(11) 

74 

(4) 

3.1 

(4.0) 

51 

(3) 

大 卒 程 度 

通 常 枠 

272 

(353) 

224 

(300) 

178 

(244) 

166 

(230) 

111 

(159) 

2.0 

(1.9) 

75 

(107) 

大 卒 程 度 

社会人枠（夏期） 

93 

(136) 

87 

(128) 

53 

(36) 

47 

(33) 

28 

(22) 

3.1 

(5.8) 

26 

(19) 

大 卒 程 度 

社会人枠（秋期） 

76 

(-) 

73 

(-) 

24 

(-) 

17 

(-) 

12 

(-) 

6.1 

(-) 

10 

 (-) 

短 大 卒 程 度 
7 

(6) 

6 

(5) 

6 

(4) 

5 

(4) 

2 

(3) 

3.0 

(1.7) 

2 

(3) 

高 卒 程 度 
126 

(154) 

118 

(135) 

111 

(126) 

108 

(121) 

76 

(78) 

1.6 

(1.7) 

54 

(48) 

警

察

官

試

験 

警 察 官 Ａ 
（ 男 性 ） 

91 

(92) 

60 

(62) 

53 

(57) 

34 

(44) 

23 

(31) 

2.6 

(2.0) 

17 

(22) 

警 察 官 Ａ 
（ 女 性 ） 

32 

(32) 

16 

(21) 

15 

(21) 

14 

(12) 

10 

(9) 

1.6 

(2.3) 

6 

(6) 

警 察 官 Ａ 
（武道指導/柔道） 

2 

(3) 

2 

(3) 

2 

(1) 

2 

(1) 

2 

(1) 

1.0 

(3.0) 

2 

(1) 

警 察 官 Ａ 
（武道指導/剣道） 

1 

(2) 

1 

(2) 

1 

(1) 

1 

(1) 

1 

(1) 

1.0 

(2.0) 

1 

(1) 

警 察 官 Ｂ 
（ 男 性 ） 

150 

(184) 

129 

(140) 

120 

(124) 

104 

(92) 

48 

(46) 

2.7 

(3.0) 

31 

(28) 

警 察 官 Ｂ 
（ 女 性 ） 

46 

(64) 

38 

(54) 

38 

(52) 

34 

(44) 

15 

(18) 

2.5 

(3.0) 

11 

(15) 

合 計 
1,138 

(1,043) 

984 

(866) 

735 

(678) 

643 

(593) 

402 

(372) 

2.4 

(2.3) 

286 

(253) 

（注）１ （ ）内は、令和６年度の実施状況である。 

２ 受験倍率は、
第１次試験の受験者数

第２次試験の合格者数
 である。 
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 (2) 選    考 

    競争試験によることが不適当であると認められる職への採用は、選考によることができるこ

  ととされており（地方公務員法第１７条の２第１項ただし書き）、令和７年度に実施した採用

  選考の状況は、次のとおりです。 

 

［適用根拠規定（人事委員会規則６－１５第３３条各号）別状況］ 

部  局  

規  定 

知 事 

部 局 
病院局 

教 育 

委員会 

警 察 

本 部 

各 種 

委員会 
計 

第１号 役付の職 7 3 1   11 

第２号 警察官の階級巡査部長以上の職    5  5 

第３号 

人事委員会を置く他の地方公共団体又は国の

試験又は選考に合格した者をもって補充しよう

とする職で、当該試験又は選考に係る職と職務

の複雑と責任の度が同等以下と人事委員会が認

めるもの 

      

第４号 

人事委員会を置く他の地方公共団体又は国に

現に正式に任用されている者又はかつて正式に

任用されていた者をもって補充しようとする職

で、その者が現に任用されている職又はかつて

任用されていた職と職務の複雑と責任の度が同

等以下と人事委員会が認めるもの 

2 

(4) 
  2  

4 

(4) 

第５号 

かつて職員であった者をもって補充しようと

する職で、その者がかつて任用されていた職と

職務の複雑と責任の度が同等以下と人事委員会

が認めるもの 

4   21  25 

第６号 

試験を行っても十分な競争者が得られないと

人事委員会が認める職又は職務と責任の特殊性

により職務の遂行能力について順位の判定が困

難であると人事委員会が認める職で別表第２に

掲げるもの 

12 153    165 

第７号 

地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に

関する法律(平成１４年法律第４８号)第４条又

は第５条の規定により任期を定めて採用しよう

とする職 

54  13   67 

第８号 

地方公務員の育児休業等に関する法律(平成

３年法律第１１０号)第６条第１項又は第１８

条第１項の規定により任期を定めて採用された

者をもって補充しようとする職 

2  6   8 

第９号 

職員の配偶者同行休業に関する条例(平成２

６年青森県条例第６８号)第９条第１項の規定

により任期を定めて採用された者をもって補充

しようとする職 

      

第１０号 
前各号に規定するもののほか、試験によるこ

とが不適当であると人事委員会が認める職 

4 

(18) 
 8   

12 

(18) 

計 
85 

(22) 
156 28 28  

297 

(22) 

（注）１ 発令日が 7. 4. 1～ 8. 3.31 の採用者である。 

２ （ ）内は、無給併任職員で外数である。 


